
 

国立大学法人島根大学経営協議会（第１４７回）＜議事要録＞ 

 

日  時 令和７年６月２０日（金）１４：００ ～ １６：０５ 

場  所 松江キャンパス本部棟３階 特別会議室（対面及びオンライン） 

出 席 者 大谷学長，増永理事，松崎理事，金山理事，椎名理事，大川理事，宮脇理事 

大西委員，久保田委員，髙塩委員，三輪委員，室﨑委員，山口委員，吉山委員，渡辺委員 

欠 席 者 上定委員，上野理事 

オブザーバー 吉田監事，栗原監事 

 

 

議決事項１ 中期目標・中期計画及び島根大学ビジョンに係る令和６年度実績の検証及び令和７年度実行計

画の策定について 

○ 増永理事から資料に基づき，中期目標・中期計画及び島根大学ビジョンに係る令和６年度実績の検証及

び令和７年度実行計画の策定について説明があった。 

○ 学外委員から，卒業生の県内定着に係る取組として，地元企業の役員等による講演等，学生に企業トッ

プの生の声を聞いてもらうことにより，インターンシップとはまた異なる効果が得られるのではないかと

の意見があった。 

○ 学外委員から，県内就職率については，学生が大学で学んだことを活かして目指す就職先が必ずしも県

内にあるとは限らず，不確定要素が大きいため，数値目標として掲げることが適切かどうか改めて検討し

ていく必要があるのではないかとの意見があった。 

○ 学外委員から，他大学でも行っているような取組については認知度や情報発信力等に勝る大学が強いた

め，他大学と競合していない部分で本学の強みや特色を生かした取組を進めていくことが重要ではないか

との意見があった。 

○ 審議の結果，原案通り議決された。 

 

議決事項２ 令和８年度医学部入学定員増員計画について 

○ 増永理事から資料に基づき，令和８年度医学部入学定員増員計画について説明があり，審議の結果，原

案通り議決された。 

 

議決事項３ 令和６事業年度財務諸表等（案）について 

○ 大川理事から資料に基づき，令和６事業年度財務諸表等（案）について説明があった。 

○ 学外委員から，令和６年度の決算状況を踏まえた内部留保金確保の見込について質問があった。大川理

事から，決算報告書上の収支差額から引当金や目的積立金等を除いたものを内部留保金として計上してい

ること，また，人件費抑制など予算編成の工夫により支出を抑制しながら，一方では収入増に向けた努力

が必要と考えているとの回答があった。 

○ 学外委員から，人件費について，昨年度は人事院勧告に完全準拠しない形で対応していたが，今回の決

算書上どのように整理しているのか，また今後どのように対応していくことになるかとの質問があった。

大川理事から，人員配置計画の見直し等により，人件費の枠内で人事院勧告に伴う増加に対応していると

の回答があり，続けて増永理事から，今後も人員確保が困難となる中で，DX等による教職員の業務削減や，

教員の事務的負担を軽減し，教育研究に集中できるような体制づくりが必要と考えており，学内のコンセ

ンサスを得ながら取り組んでいきたいとの補足があった。 

○ 審議の結果，原案通り議決された。 

 



 

議決事項４ 令和８年度概算要求（施設整備事業を除く）について 

○ 大川理事から資料に基づき，令和８年度概算要求（施設整備事業を除く）について説明があった。 

○ 学外委員から，「国際マテリアル事業戦略統括本部の設置による全学横断型マテリアル研究基盤の集約

と国際連携ビジネス創生機能の強化」事業について，知的財産権や安全保障輸出管理等の法令面と技術面

の両方に精通する人材は少なく，見落としやすい部分でもあるため，実務的な取組が学問の中に含まれて

いることに魅力を感じるとの発言があった。 

○ 学外委員から，国際マテリアル事業戦略統括本部に配置予定の実務家教員のプロジェクト終了後の雇用

に関して質問があり，大川理事から，プロジェクト終了後も継続雇用に繋げていけるよう，事業の実績を

しっかりと積み上げていきたいと考えているとの回答があった。 

○ 審議の結果，原案通り議決された。 

 

報告事項１ 単身赴任手当の対象者拡大への対応について 

○ 増永理事から資料に基づき，単身赴任手当の対象者拡大への対応について報告があった。 

○ 学外委員から，単身赴任手当の適用拡大という国の制度改正の趣旨を勘案すると，現在の手当受給者を

含めた負担可能な範囲での手当額の支給など，制度の趣旨を受け止めて改善を図るための議論が必要と考

えるとの意見があった。増永理事から，今回は支給対象者の拡大を行った場合の影響という視点で対応の

検討を行ったとの説明があり，続けて学長から，今後本学の実情に合わせて，必要に応じて検討したいと

の発言があった。 

 

報告事項２ 令和７年３月卒業・修了者の進路状況について（令和７年５月１日現在） 

○ 松崎理事から資料に基づき，令和７年３月卒業・修了者の進路状況について（令和７年５月１日現在）

報告があった。 

 

報告事項３ 附属病院運営状況について 

○ 椎名理事から資料に基づき，附属病院運営状況について報告があった。 

 

報告事項４ 理事の担当業務における本学の強みと課題について 

○ 金山理事から資料に基づき，理事の担当業務における本学の強みと課題について報告があった。 

○ 学外委員から，今後も厳しい大学運営が予想される中で，大学と同窓会の連携強化を図るための仕組み

づくりが重要となるのではないかとの意見があった。 

 


